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2023年８月14日 

各 位 

会 社 名 ミナトホールディングス株式会社 

代 表 者 代表取締役会長兼グループCEO 若山 健彦 

 （コード：6862、東証スタンダード） 

問合せ先 常 務 取 締 役 C F O  三宅 哲史 
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報告セグメント変更に関するお知らせ 

 

当社は、2023年８月14日開催の取締役会において、2024年３月期第１四半期連結会計期間より、報告

セグメントを変更することについて決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．報告セグメント変更の理由 

当社グループは、企業価値の更なる向上を目指し、「デジタルコンソーシアム構想」を成長戦略と

して位置づけ、「デジタルコンソーシアムで未来の社会を創造する」というビジョンを推進しており

ます。メモリーモジュール等の設計・製造・販売事業と、半導体デバイスへのプログラム書込み装置

や自動プログラミングシステムの製造・販売及び書込みサービスを中心に、テレワーク等で利用され

るテレビ・Web 会議等のデジタル会議システム関連機器の販売・保守事業、PC 周辺機器や e スポーツ

向けゲーミング関連製品の販売、タッチパネル等ディスプレイ関連商品の販売等、多様な事業を展開

しております。 

2023 年 1 月には、2023 年３月期～2027 年３月期の５ヵ年計画である中期経営計画 2027 を策定し、

①既存事業領域のさらなる拡大（デジタル技術の進化を取り入れたさらなる事業拡大）、②新規事業

領域への投資（強みの投資力を生かした新事業によるさらなる成長力の獲得）、③グローバル展開（海

外拠点新設によるアジア市場へのビジネス拡大と、アメリカの新技術やビジネスモデルの取り込み）

という３つの重点テーマに基づき、「デジタルコンソーシアム構想」の実現を目指しております。ま

た、2023 年６月１日付で、当社連結子会社であった株式会社クレイトソリューションズについて当社

が保有する全株式を、株式会社ＳＨＩＦＴグロース・キャピタルに譲渡いたしました。 

これらに伴い、報告セグメントの見直しを行った結果、2024 年３月期第１四半期連結会計期間より、

下記２．の報告セグメントに変更することを決定いたしました。 

 

２．報告セグメント変更の内容 

変更後は、「デジタルデバイス」「デジタルエンジニアリング」「ICT プロダクツ」「その他」の４セグ

メントとなります。 
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セグメント名 事業領域 

デジタルデバイス メーカー等の製品に組み込まれる、法人向け部品・製品等の開発・

製造・販売 
デジタルエンジニアリング デジタル分野における技術開発、および技術を基盤とする製品・

サービスの開発・製造・販売 
ICT プロダクツ 法人・個人に対して最終製品として供給される、デジタル及びコ

ミュニケーション関連機器および関連サービスの提供 
その他 システム開発、投資、その他の事業 

 

 

 「メモリーモジュール事業」を「デジタルデバイス」に名称変更いたします。 

 「デバイスプログラミング・ディスプレイソリューション事業」を「デジタルエンジニアリング」

に名称変更し、従来「その他事業」に属していた株式会社エクスプローラをデジタルエンジニア

リングに移管いたします。 

 「テレワークソリューション事業」と「デジタルデバイス周辺機器事業」を統合し、「ICT プロダ

クツ」といたします。 

 「システム開発事業」を廃止し、「その他」に組み込みます。 

 

３．変更の時期 

2024 年３月期第１四半期決算短信より新セグメントにて報告いたします。 

 

以 上 


